
参加表明書提出に係る質疑事項回答書

令和7年7月29日

事業名：長岡技術科学大学（上富岡町）新福利棟（仮称）整備事業



長岡技術科学大学（上富岡町）新福利棟（仮称）整備事業　質疑事項

番号 分野 記載ヶ所 質疑事項 回答

1 調達案件概要 入札は実施されるのでしょうか。 技術提案書を特定した後、特定された提出者と見積もり合わせを行う予定です。

2 調達案件概要
公募型プロポーザル方式と有りますが、提案金額についての記載項目が有
りません。工事価格（設計費含む）は要求水準書P4 3.（3）に記載のあ
る本事業費300百万円以内とする条件と考えて宜しいでしょうか。

本事業費（設計業務費（申請等に係る手数料を含む）、工事請負代金、全
て税込） については、要求水準書Ⅲ３（３）に記載のとおりです。

3 説明書 Ｐ２（9）
「当該業務に専念できること」と記載がありますが、専念とはどのような
状態でしょうか。
また本事業に影響が出ない程度に他の業務と兼務は可能でしょうか。

そのとおりです。

4 説明書 Ｐ３ 7.（2）
「技術提案書の提出者の能力」と有りますが、会社全体を
差すとの理解で宜しいですか。 そのとおりです。

5 説明書 Ｐ３ 7.（2） 主要業務の実績と有りますが、限定した用途等は有りますか。 ありません。

6 説明書
提出要請者を選定するための
評価内容及び配点

評価内容①携わった立場のうち、現場代理人・監理技術者はどう分類した
ら宜しいですか。

総括技術者以外の中から選定して下さい。総括技術者又は現場代理人。主任技術者又
は監理技術者。と分類して下さい。（別添参照して下さい）

7 説明書
提出要請者を選定するための
評価内容及 添付②

③評価に「各実績①×②の和/3」と記載が有りますが、「各実績①+②の
和/3」ではないでしょうか。

「提出要請者を選定するための評価内容及び配点」に記載の通りです。
（以下補足です）
【１】 実績毎に、件数の場合には①役割係数に②業務係数を、内容の場合には①業
務係数に②用途係数を乗じる。
【２】 【１】において算出した各実績の値を合算し、３で除する。

8 説明書
提出要請者を選定するための
評価内容及び配点

③評価に「業務実績ごとに①と②を掛け合わせたもの」と表記が有ります
が①と②を足したものではないでしょうか。

「提出要請者を選定するための評価内容及び配点」に記載の通りです。
（以下補足です）
【１】 実績毎に、件数の場合には①役割係数に②業務係数を、内容の場合には①業
務係数に②用途係数を乗じる。
【２】 【１】において算出した各実績の値を合算し、３で除する。

9 説明書
提出要請者を選定するための
評価内容及び配点

配点の計算例として添付③の計算方式で考えて宜しいでしょうか。
責任の所在が不明確になる恐れがあるため、回答できません。前述の回答を含め、計
算して下さい。

10 説明書 参考１
6設計の主要業務等の実績等（4）（5）（6）（7）（8）（9）と7建設工
事の主要工事等の実績等（3）（4）（5）（7）（8）は統括技術者と同一
物件で宜しいですか。

そのとおりです。

11 説明書
競争参加資格及び求める業務
実績２.（１）

求める業務実績（同種・類似）について学校施設と有りますが、BTO方式
またはＤＢＯ+Ｄ（Demolish・解体）物件を含めても宜しいでしょうか。

そのとおりです。



配点
評価
係数

評価点

提出要請者を選定するための評価内容及び配点

事業名：長岡技術科学大学（上富岡町）新福利棟（仮称）整備事業

評価項目・評価事項 評価内容

1.0 5.0 ①携わった立場（役割係数）
0.6 3.0
0.3 1.5 技術者の別 携わった立場 役割係数
1.0 5.0 総括技術者 1.0
0.6 3.0 主任技術者 0.3
0.3 1.5 担当技術者 0.1
1.0 5.0 総括技術者又は現場代理人 1.0
0.6 3.0 主任技術者又は監理技術者 1.0
0.3 1.5 担当技術者 0.3
1.0 5.0
0.6 3.0 ②同種又は類似業務の実績（業務係数）
0.3 1.5 技術者の別 業務内容 業務係数
1.0 5.0 同種業務 1.0
0.6 3.0 類似業務 0.3
0.3 1.5 実績なし 欠格
1.0 5.0
0.6 3.0
0.3 1.5 ③評価
1.0 5.0 各実績①×②の和／３ 評価係数
0.6 3.0 0.5以上 1.0
0.3 1.5 0.3以上、0.5未満 0.6

0.3未満 0.3

1.0 5.0
0.6 3.0 業務内容 業務係数
0.3 1.5 基本設計及び実施設計 1.0
1.0 5.0 実施設計のみ 0.8
0.6 3.0 基本設計のみ 0.2
0.3 1.5 ①－2建設工事の業務係数は1.0とする
1.0 5.0
0.6 3.0 ②同種又は類似業務の別（用途係数）
0.3 1.5 条件 用途係数
1.0 5.0 同種業務 1.0
0.6 3.0 類似業務 0.3
0.3 1.5 実績なし 欠格
1.0 5.0
0.6 3.0 ③評価
0.3 1.5 各実績①×②の和／３ 評価係数
1.0 5.0 0.5以上 1.0
0.6 3.0 0.3以上、0.5未満 0.6
0.3 1.5 0.3未満 0.3
1.0 5.0
0.6 3.0
0.3 1.5

5

監理技術者 5
業務実績ごとに①×②を掛け合わせたものをaとし、各業務実績
で算出されたaの合計を３で除した値（小数第２位までとする。四
捨五入。）を「同種又は類似業務の実績」の評価点とする。実績
が２件未満の場合についても、合計を件数（＝３）で除すこと。

配置技術者
全て主任技術者

　建築 5

主任技術者
　建築（構造） 5

配置技術者
全て

主任技術者
　電気設備

5

業務実績ごとに①と②を掛け合わせたものをaとし、aの合計を３
で除した値（小数第２位までとする。四捨五入。）により評価係数
を決定。実績が２件未満の場合についても合計を３で除すこと。

内容
（35点）

総括技術者
5

①－1設計業務の業務内容（業務係数）

主任技術者
　機械設備

5

配置技術者
全て現場代理人

配置技術者
全て

現場代理人 5

監理技術者 5 配置技術者
全て

※当該実績の主たる分担業務分野が、本業務での分担業務分野と同じ場合に限る

主任技術者
　建築 5 総括技術者

主任技術者
　建築（構造） 5

総括技術者
以外

(２)同種又は
類似業務の実
績（70点）

件数
（35点）

総括技術者
5

主任技術者
　電気設備

5

主任技術者
　機械設備

5
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